
イベント発⽣ハザードを区分定数関数とすることで，ポアソン回帰によって
⽣存時間分析を⾏うことができる．このアプローチは，Cox⽐例ハザード回
帰などと⽐べて⼀般的ではないものの，⼀般化線形モデルの枠組みで，より
柔軟なハザード回帰モデリングが可能となることから，疫学コホート研究に
おけるがんリスク解析などでは有⽤な解析⼿法となっている．本発表では，
ポアソン回帰による⽣存時間分析⼿法を定式化し，時間スケール区分化の影
響，時間依存共変量やランダム効果を含む場合への拡張について解説する．
次に，影響⼒のある因⼦を含まない解析で⽣じうる⽣存時間分析特有の選択
バイアスの問題に焦点を当て，未観測因⼦による不均⼀性をランダム効果
(frailty)として含めたポアソン混合効果モデルを構築する．シミュレーショ
ンによってCox回帰など他⼿法との⽐較を⾏うとともに，放射線疫学がんリ
スク評価への適⽤例を紹介し，ポアソン⽣存時間回帰の適⽤が最も効果的と
される状況や今後の拡張について議論する．
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